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平成 27年度 率先取組事例集 
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節電・省エネルギーの構造的な定着を推進するため、県民総ぐるみの節電・省エネ

ルギー運動「信州省エネ大作戦」に、県機関として率先的に取り組みました。 

カット・シフト・チェンジの手法など各所属における意慾的な節電の取組により、夏

季及び冬季の期間中の最大電力について、県機関の削減目標（H22年度比 夏季

14％削減、冬季９％削減）を達成しました。〔節電実績：夏季21.4％削減（県庁）、

20.5％削減（合同庁舎） 冬季：15.6％削減（県庁）、15.1％削減（合同庁舎）〕 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

野菜花き試験場では、職員通路に「エコマネジメント長野コーナー」を設置し、光熱水費等の推

移をグラフ化する等、職員への情報提供を行いました。 

野沢北高等学校では、内部環境監査から、エネルギー使用量の推移のグラフ化を掲示してい

る優良事例をヒントに、生徒向けの節電・省エネのチラシを作成しました。多くの生徒に読んでも

らえるよう工夫を重ね、電気使用量は昨年に比べ減少傾向となっています。 

また、各高校では、固有のイントラネットを利用した情報共有や、多くの所属で「エコマネジメン

ト長野コーナー」を設けるなど、工夫した取組が行われています。 

 

 

 

岡谷東高等学校では、デマンド監視装置に 

より、最大電力を更新しそうな時期を職員に周 

知し、節電を呼びかけました。その結果、目標 

とする最大電力量を下回ることができ、電気料 

金面でも過去３年間で最も低い契約電力とする 

ことができました。 

 諏訪実業高等学校では 27年度よりデマンド 

監視装置を設置し、機器による監視と校内巡視 

による節電対策を行っています。 

その他、上松技術専門校、長野ろう学校でも、デマンド監視装置によるピーク電力の抑制に努

めています。 

１ 節電・省エネ運動「信州省エネ大作戦」への率先的な取組 

２ エネルギー使用量のグラフ化・見える化・情報共有や呼びかけによる取組意識の向上 

 

３ デマンド監視装置による電力需要の抑制 

野菜花き試験場 野沢北高等学校 

デマンド監視装置（岡谷東高等学校） 
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松代高等学校では、昨年度に引き続き、２学年５教室の 

照明の LED化を行い、基準年度に比べ、大幅に電気使用 

量が削減されました。 

松本技術専門学校では、校舎の中で最も使用している 

職員室の照明器具を、一般の蛍光灯からＬＥＤ照明に交換 

しました。（２７台） 

 その他にも、須坂警察署では、業者に依頼して LED式 

自動販売機を設置し、東北信運転免許課では、職員用通 

路の照明を人感式とし、併せて LEDを導入しています。 

 

 
 

伊那家畜保健衛生所、姫川砂防事務所では、電灯スイッチのエリア別色分けや、点灯位置を

表示することで、使用頻度の低い場所は消灯するなどの節電を行っています。 

また、体育センターでは「できることから始めよう大作戦」と題し、①事務所の窓を葭簀で覆い

室内温度の上昇を防ぎ、クーラーの節電に努める。②事務室照明の一括スイッチを個別スイッチ

に替える。③会議を電子（ペーパーレス）会議で行う。④使用頻度の低い場所の蛍光管を外す。

など、省エネ・省資源対策に取組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒ケ根署や軽井沢署、その他各警察署でも、間引き点灯や節電の呼びかけ、不要な照明の

消灯など日常的な節電に取組んでいます。 

 

 

 

 

 

４ LED照明の導入、節電の取組 等 

LED照明導入（松代高等学校） 

伊那家畜保健衛生所 
姫川砂防事務所 

 

間引き点灯（駒ケ根署） 標語での呼びかけ（軽井沢署） 
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上田食肉衛生検査所、文化財・生涯学習課、上小地方事務所、その他多くの所属で「緑のカ

ーテン」を実施しています。夏季の直射日光を遮り、植物の力によって室内温度の上昇を抑える

省エネ効果は、葭簀
よ し ず

よりも効果が高いと言われています。また、職場環境の向上や来庁者への

アピールなど様々な効果が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計量検定所では、検定・検査のために、毎日のように７台の公用車を利用し、稼働日１日当た

りの走行距離は 200ｋｍを超える日もあるため、安全運転とともに、エコドライブの徹底は日頃か

らあらゆる機会を捉えて職員に呼びかけています。 

「エコマネジメント長野 掲示コーナー」を設け、環境方針等とともに、７台の公用車の燃費ラン

キングを毎月掲示し、燃費のよい車から優先的に利用する意識を高めています。 

また、昨年度の優良事例にならい、公用車使用簿にエコドライブ冊子を綴り、公用車のキーボ

ックスにもエコマネ関係の掲示をする等、様々な方法により職員に周知を図っています。 

上田保健福祉事務所も、車種・年度別の公用車燃費一覧等を掲示し、情報を共有することで

取組意識の向上に繋げています。 

木曽地方事務所環境課では、所管が複数の課にまたがる会議については、事前に他課の出

席者と協議し、公用車の相乗りを検討しています。 

他にも、飯田家畜保健衛生所や、松川高等学校、他多くの所属でエコドライブに取り組んでい

ます。 

６ 公用車燃料の削減 

５ 緑のカーテンによる日射負荷低減の取組 

計量検定所 

上田食肉衛生検査所 文化財・生涯学習課 上小地方事務所 

上田保健福祉事務所 
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 情報公開・法務課では、昨年に引き続き電子供覧、電子決裁を推進し、電子供覧 155件、電子

決裁を 41件行い、用紙の削減、事務の効率化などの改善が図られています。（H28.2.15現在） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

諏訪保健福祉事務所では、使用済み封筒をサイズごとに保管し、再利用封筒作成の目安にした

り、使用した付箋を１ヵ所にまとめ再利用を促進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊那署では、コピー用紙の削減に加え、コピー機による節電、コピー室内にてフラットファイル

等の再利用に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通機動隊では、ミスプリント再利用や、コピー用紙使用総量抑制に努めています。 

他にも小諸署や、高速隊では、コピー枚数制限の取組や、裏紙の利用など、多くの所属で紙

使用量の削減を図っています。 

 

 

 

 

７ 紙使用量の削減 

交通機動隊 

伊那署 

諏訪保健福祉事務所 
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佐久地方事務所地域政策課では、エコマネ長野に関する情報をまとめたメールを約毎月配信

していますが、特にゴミの減量について、これまで分別廃棄が徹底されていなかった経過がある

ことから、ゴミの集積場の状況を写真撮影し、分別の方法を併せて配信を行いました。 

 また、リサイクルが可能な「雑誌」の取扱いについては、ダストシュートに分類表を掲示するなど

して周知を図りました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北安曇農業改良普及センターでは、執務室において、ゴミの出し方をより具体的に明記して分別

を行っています。 

 また、センターが管理している土壌診断所の中を全職員で徹底的に掃除し、不要なものは可能

な限り廃棄し、空いたスペースを有効活用しています。日頃からの整理整頓は、なにが必要なも

のか見極めるという点でも、廃棄物排出量の削減、また、事務の効率化に繋がります。 

 松本地方事務所地域政策課では、水曜日の朝、合同庁舎敷地内及び周囲のゴミ拾い、除草を

行い、上伊那農業高等学校では、落ち葉を堆肥にしたり畑で撹拌するなどの取組も行っていま

す。 

その他の所属でも、ゴミの分別の徹底や、廃棄物排出量の削減に励んでいます。 

８ 廃棄物排出量の削減 

 

北安曇農業改良普及センター 松本地方事務所 地域政策課 

佐久地方事務所 地域政策課 
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 各所属では様々な環境保全活動が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上小地方事務所環境課では、ゴミのポイ捨て防止のための啓発運動として、「ごみ無し地蔵」

（松枯れ被害木や間伐材を活用した木彫りの地蔵）を管内全市町村に設置しています。（H27 は

４体設置） 

その結果、以前よりもゴミのポイ捨てが減少したという地域住民からの声が寄せられる等、従

来の啓発看板よりも効果が高いと思われます。設置個所周辺に多くの人の目が入るようになり、

ゴミを捨てにくい環境が出来上がったこともゴミの不法投棄減少に繋がっています。 

 また、地元の自治会長や市町村長等が出席する設置式を行うことによって、報道機関等の取

材が多く入り、不法投棄減少の啓発がマスコミ媒体を通じて行われました。 

 

 また、長野建設事務所では平成１１年 

度からの取組として、「長野マラソン、 

長野車いすマラソン」のコース及び 

沿道の清掃を大会前に実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 環境保全の取組 

 

長野建設事務所 

  

午前中は良かったのですが… 藪の中のゴミを拾うのは大変 

  

午後は大雨警報 

 

空き缶、ペットボトル、家庭ゴミ、車両部品

など、実に様々な物が落ちていましたが、量

は昨年より減っています。 

 


